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本田 綾子さん（23歳 学生）

私はパソコンに縁遠い文学部ですが、パソコン
の授業があって、やっとホームページを見たりメ

ールを使えるようになりました。家にはワープロしかないの
で、インターネットは全然詳しくないんです。

Produced by KAPS

上園 明佐子さん（23歳 学生）

大学で情報関係の勉強をしていて、毎日けっこ
うコンピュータを使っているけど、家のパソコン

は、なぜかインテリアになってしまってます。WebTVみた
いなものが家にあったら、もっと気軽にインターネットがで
きそう。

間宮 義文（まみや・よしふみ）氏

ウェブ・ティービー・ネットワークス株式

会社代表取締役社長

今月の質問する人

今月の質問に答えてくれる人

中村 佐知江さん（24歳 OL）

自宅でマッキントッシュを使用していますが、イ
ンターネットの接続がうまくいかなくて、今はパ

ソコン通信でメールのやりとりなどをしています。

今月はあの話題のお茶の間インターネットマシンのWebTVの社長に突撃！
だれでも簡単にインターネットが使えるってウワサのこのマシンは本当に簡
単なの？いったいどんな機能があるのと興味津々。財布の紐が固い女性陣
も思わず買ってしまうほどの良いものなのか。でははじまり。

：小さい子供からお年寄りまで簡単に使える

ってことは、どんなページも誰でも見ることができる

ってことですよね…？

：これから、たとえばお子さんに見せたくない

ものを制限するようなことを予定しています。これに

はアプローチの仕方が2つ考えられるんだけど、1つ

はバイオレンスだとかアダルトといったものを子供に

見せないように、あらかじめフィルターをかけるとい

う方法があるし、もう1つは、子供たちに見てもらい

たい、いいサイトをどんどん集めて、そこしかアクセ

スできないようにしちゃう。私たちとしては、危ない

ものは見せないようにフィルターをかけるという方法

を準備しています。

：あと、テレビでみんなで見られるってことは、

メールを見るタイミングとかが結構微妙になってくる

かもしれない。メールを見ているときに、「あっ、お

父さんが来た！」とか（笑）。

：パ

スワードは

1人1人設

定されてい

るけれど、

書いているときは、画面がみんなから見えますもんね

え。でも、どうして困るんですか？

：いやあ、いろいろあるじゃないですか！（笑）

でも、インターネットってやっぱりどこか1人でこそ

こそやってるみたいな気がするけど、WebTVだと、パ

ソコンでインターネットにハマるよりはオープンな感

じがしますね。

：そうですね、パソコンでインターネットを楽

しむ場合には基本的に一対一なんです。WebTVも、

もちろん一人暮らしだったら1人で見るでしょうけど、

複数の人でインターネットを一緒に見るという新しい

楽しさがあると思うんです。

Qみんなが楽しめると、
都合が悪いことはないの？

：実はこれからパソコンを買いた

いなあと思ってるんですけど、パソコンと

WebTVではどっちがいいんでしょうか。

：それは、何をやりたいかだよね。

ワープロや計算ソフトには使えないけれ

ど、安い値段でウェブサイトを見たいとか、

メールをやりたいとかでインターネットを

使うならWebTVをおすすめしますね。

パソコン自体は最近安くなってきてはい

るけれど、45,000円（編集部注：実売

価格37,000円前後）という値段は、ち

ょっとお小遣いをためたり、バイトした

りというレベルで手が届く範囲だと思う

んです。

：会費などはどうなっているんで

すか。普通、インターネットを始めると

きってプロバイダーとの契約とかが必要

になりますよね。

：会費は月2,000円で15時間、

それを超えると1分間5円です。

WebTVのアクセスポイントは全国に400

か所ぐらいあるから、プロバイダーとの

契約や通信費用はそれほどかからない。

それに、パソコンはやさしくなりました

って言っても、設定だとか、最初につな

ぐところだとか、プロバイダーの項目が

どうとか、とにかく手続きが煩雑で、聞

き慣れない言葉が出てくる。普通の人は

「なんですかそれ？」って感じでしょ。

でも、そんな言葉や知識なんて全然なく

ても、インターネットを楽しめるんです。

：買うお客さんは、今までパソコ

ンを使ったことがない人が多いんですか。

：WebTVを使う人はパソコンを

使わないのか、パソコンを使う人は

WebTVを使わないのかというと、そん

なことはありません。アメリカでは、

WebTVユーザーの40％ぐらいはパソコ

ンを持ってる人。だから、目的に応じて

使い分けるんじゃなくて、重要なのは場

所なんです。たとえば書斎にいるときは

パソコンだけれども、リビングルームのソ

ファでくつろぎながら映画の情報を見た

りといったときにはWebTVを使ってる。

それに、WebTVからインターネット

とかメールを始めて、もっとこんなもの

がやりたいというのが出てきたときにパ

ソコンを買うという方もたくさんいらっ

しゃると思うんですね。

：実際、売れてるんですか？

：売れてるか売れていないかって

ことですか？　売れてます！

在庫もどんどん出てくれて、お客様から

の問い合わせも日に200件ぐらいあるん

だけれども、使い方や接続方法がわから

ないという質問はほとんどなくて、9割

以上が「どこで売っているか教えて下さ

い」っていう電話です。

：私はまだパソコンを3か月ぐら

いしか使ったことがなくて、インターネ

ットもホントの初心者なので、こういう

簡単なほうが入りやすいと思いますね。

私、欲しくなっちゃった（笑）。

QパソコンとWebTVでは
インターネットするには
どっちがイイ？

第2回
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まだまだ圧倒的に男性ユーザーが多いパ

ソコン。パソコンに興味はあってもなか

なかとりつきにくい、わかりづらい、と

いう多くの女性のための「簡単！」「わ

かりやすい！」楽しいハウツーページが

この「My Firstパソコン」だ。

インターネット使いこなし術やデジタル

を使いこなすステキな女性の紹介など

を、毎週火曜日更新で連載中。また、

本連載の「My First Question～どう

なってるの？」の模様もウェブ上で紹介

している。

もっと見たかったら
ここにアクセス！

女性ビギナーのためのウェブマガジン

My Firstパソコン
http://lc.cplaza.ne.jp/

僕はコンピュータの仕事を20年以上やっていて、パソコンという世

界もかれこれ14、5年やってるんですけれども、実は一度もパソコ

ンを自宅に持ったことがないんです。まあ、仕事が結構忙しいので、

家に帰ってまでもパソコンに向かっていたくないっていうのが大きな

理由だったんですけど、唯一こういうコンピュータっぽいものを入れ

たのが、このWebTVでした。これは家にあったら非常に便利だし、

肩ひじ張らずにインターネットができるなと。それだけ気軽に楽しめ

たんですね。

WebTVはとても垣根が低くて、使い方も非常にシンプル。機能的

にもコンセプトとしても同じものはないと思うし、とても自信を持っ

ています。でも、その良さにあぐらをかかずに、私たちの側からも

「こんなことができますよ」とか「こんな面白いものがありますよ」と

いうことを、常にアンテナを張ってどんどん知らせていきたいですね。

：ゆくゆくは自分のホームページを作ってみた

いと思うんですけど、WebTVでホームページは作れ

ますか？

：今は残念ながらできませんけど、可能性は

ゼロじゃないですよ。

：そういうのが簡単にできるようになったら便

利で楽しいでしょうね。

：あと、テレビの画像を加工したりとか、家

族の写真をおばあちゃんに送ろうとか、そういうので

きたらいいですよね。

：今年中には、デジタルカメラで撮った写真

やホームビデオで撮った映像を、おばあちゃんに送る

ということはできるようになると思います。

そういっ

た場 合 、

パソコン

の世界で

は何か新

しくハードを買い換えなくちゃ、とか難しいバージョ

ンアップなどが発生するんですけども、WebTVの本

体には、そんなことは一切いらない。実は、WebTV

のセンターっていうのがあって、そこでいろんなこと

をしてるんですね。できるだけ本体の箱の中の負荷を

少なくして、センター側でいろんなことをしてる。だ

から何か機能を拡張するときには、この箱の中身を

変える必要はなくて、センターが、電話線で新しい

ものをピュッと送っちゃう。使うほうとしては、何も

しなくても最新のものが使えるんです。

動画も、将来的にはビデオフラッシュという技術を

使って、映画なんかが配信できるようになる。フルス

クリーンでVHSテープで見るのと同じぐらいの画質の

ものが、WebTVの本体のハードディスクの中には約

12時間分も貯め込むことができるんです。そういっ

たことはほんとに遠くない未来の話。たぶん、今年中に実現できるんじゃないかな。あとは、今現在は

WebTVから印刷はできないけれど、実はもうすでにプリンターのポートはついてるから、ソフトウェアの準

備ができればいつでも使えるようになるし、そんないろんな準備がいろんなところにしてあるんです。ますま

す便利になるWebTV！（笑）。

パソコンってこれから何が
できるようになるの？

QWebTVでホームページを
作ったりできるの？

：私、すごく機械オンチなんです

けど、買ってきて、ほんとに私1人でも

つなげられるんですか？

：もちろん、大丈夫です！まあ女

性に限らず男性にもケーブルオンチの人

っていると思うけど、ケーブルの色さえ

間違わなければOK。だって、つなぐの

は電話線とビデオケーブルだけで、あと

は電源コード差し込むだけだからね。

テレビにつなぐゲーム機を、いじったこ

とあります？ああいうノリですよ。赤、白、

黄色の差し込みに合わせてつなぐだけ。

：ビデオの接続とかができれば大

丈夫ですね。

：そうそう、そのとおり。

：でも、結局ビデオの操作ができ

ないと扱えないってことですか？お年寄

りの方とか、ビデオの予約ができなかっ

たりするじゃないですか。

：あれは、ビデオデッキの操作ボ

タンが複雑すぎるんだよね。最初にビデ

オを買ってきて電源を入れると、必ず時

刻のセットっていうのがあるけど、あれ

ができないという人が結構たくさんいて、

ずっと点滅したままっていうの、多いら

しいですね。

WebTVは、絶対そんなことないです。

WebTVの操作というのは、リモコン1つ

でできますよ。このリモコンは、持った

ときに親指が一番動きやすい位置に基本

的な操作ボタンが全部配置されていて、

上下左右のボタンと「決定」というボタ

ンさえ使えば操作できる。

たとえば、パソコンでインターネット

をしているときは、マウスを動かして、ど

こにボタンがあるか、リンクがあるかとい

うのを探さなくちゃいけない。ボタンが

すごくわかりづらいページってよくあるで

しょう。でも、WebTVで見ると、リン

クボタンがあるところに上下左右のボタ

ンですいすい飛べちゃう。

：リモコンだけだと、メールを書

くとき大変じゃないですか？　

：リモコンのほかに、オプション

でコードレスのキーボードがあります。

：あ、これかっこいい！パソコン

用にこれがあったらいいな。

：このキーボード、すごくいいで

しょ？私も気に入ってるんです。ここか

らテレビの音量を上げたり、チャンネル

を切り替えたりすることもできるし、リ

モコンにはない付加機能もついてる。距

離は5メートルぐらいまで大丈夫です。

QWebTVの使い方って
本当に簡単なの？

間宮さん
いかがでした？

これが話題のWebTV。キーボードが
なかなか使いやすい。
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